
実質化された人・農地プラン 

 

市町村名  対象地区名（地区内集落名） 作成年月日  直近の更新年月日  

小田原市  中央  
（足柄・久野） 

令和３年３月 24日  令和３年３月24日  

 

１ 対象地区の現状  

①  地区内の耕地面積 178 ha 

②  アンケートに回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計  100 ha 

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計   60 ha 

  うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計  27 ha 

  うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 19 ha 

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計  2.8 ha 

（備考）キウイフルーツ、湘南ゴールドの生産を促進する。  

 

２ 対象地区の課題  

・区画が小さい農地が多い。 

・農地は畑（約 38%）と樹園地（54％）が多く占めるが、農道丘陵斜面は耕作放棄地の増

加が目立つ。 

・70 歳以上で後継者未定の農業者の耕作面積の合計は 27ha（約 15％）であるが、今後中

心経営体が引き受ける意向のある耕作面積は 2.8 ha である。 

 

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針  

・畑利用については、中心経営体である認定農業者３経営体が担っていく。 

・樹園地利用については、認定農業者４経営体、認定新規就農者１経営体が担っていくほ

か、キウイを中心とした認定新規就農者の受入れを促進することで対応していく。  

 

 


